
四国森林管理局入札監視委員会 審議概要

（ホームページ掲載日：平成２４年３月３０日）

開 催 日 及 び 場 所 平成２４年３月２日（金曜日）四国森林管理局会議室

坂本 伸廣 （税 理 士）

委 員

西森やよい （弁 護 士）

審 議 対 象 期 間 平成２３年１０月 １日～平成２３年１２月３１日

６５件 うち、１者応札案件 ２１件

審 議 対 象 案 件 契約の相手方が公益社団法人等の案件 ６件

３８件 うち、１者応札案件 １７件

抽 出 案 件 （抽出率 ５８％） （抽出率 ８１％）

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ２件

（抽出率 ３３％）

一般競争

７件 うち、１者応札案件 １件

工 契約の相手方が公益社団法人等の案件 ０件

抽 指 公募型指名競争 該当なし

事 名 工事希望型競争 該当なし

競 その他の指名競争 該当なし

争

出 随意契約 該当なし

一般競争 ４件 うち、１者応札案件 ０件

契約の相手方が公益社団法人等の案件 ０件

指 公募型競争 該当なし

案 業 名 簡易公募型競争 該当なし

競 その他の指名競争 該当なし

争

随 公募型プロポーザル 該当なし

件 務 意 簡易公募型プロポーザ 該当なし

契 ル

約 標準型プロポーザル 該当なし

その他の随意契約 該当なし

内 物 一般競争 ２５件 うち、１者応札案件 １６件

品 契約の相手方が公益社団法人等の案件 ２件

・ 指名競争 該当なし

役 随意契約（企画競争・公募） 該当なし

務

訳 等 随意契約（その他） ２件

（特記事項）なし



意見・質問 回答等

委 ○建設機械レンタルについて、今回は３件と ○業者の絶対数が少ないことや機械の貸出状況によっ

員 も同じ業者の１者応札で、落札率が５割前後 ては対応できない業者があることなどから、一者応札

か となっているが、なぜか。また改善策はない になったと思われる。業者が対応しやすいよう貸出期

ら か。 間を長くするなどの改善等を検討していく考えであ

の る。

意

見 ○中古車購入について、１者応札であるが、 ○一般競争入札を行ったが、仕様等に適合する車両を

・ 適切な購入となっているのか。 所有する業者が少ないため、見積書の提出及び応札が

質 １者となったものである。

問

○物品・役務の不落随契２件について、契約 ○この２件については、再入札においても不落となっ

率が高いが、どのように行っているのか。 たため、応札額が予定価格と僅差であった１番札の業

そ 者に随意契約の意思を確認し、見積書を提出させたと

れ ころ、その金額が予定価格の範囲内であったため契約

に を締結した。

対

す ○入札参加資格の中で、土木工事は「四国に ○土木工事を行う建設業者数は、全国を対象としたら

る 支店や営業所を有する者」となっているが、 膨大な数になるため、四国に支店等を有する者に限定

回 造林・生産事業は「四国を選択している者」 している。造林・生産事業を行う林業事業体数は、建

答 となっているのはなぜか。 設業者数と比較にならないほど少なく、競争を促す観

等 点からも、四国を選択している者としている。

○調査委託業務は、収穫調査の場合、法律で ○収穫調査のように指定調査機関を法律で定められて

指定調査機関の登録業者を定めているが、他 はいないが、調査内容によって必要な資格や知識・技

の調査委託業務は登録業者でなくても調査を 術が違ってくるので、各調査業務の競争参加資格を満

行うことが出来るのか。 たした業者としている。

委員会による意見の具申又は勧告の内容 特になし

［これらに対し部局長が講じた措置］


